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本著辻 ComprehensiveManuals of Surgical specialtiesの中の心臓外科編
で，上下 2巻のうちの第 1巻である。
著者は Ball弁の開発者として名高い A.Sta工r教授を始め 4入の外科医と麻
酔医， medical i1lustratorを加えた Oregon大学胸部JL.'1血管外科のメンパーで
ある。
著者らによれば，カラー寂による世界最初の手術書であり，確かに線習にくら
べれば見易く，麓肉と指肪組織，神経と鰯動脈の識別は事j然としている。
内容は心臓手指学総論と各論の一部からなり，上巻であるため，総論が約1/2の
頁数を占めている。
各論では今日心臓外科の大部分を出める冠動寂血行再建術がトップを占め，イ曽
糧弁の外科，人工心肺を使わない先天性心疾患の外科， すなわち， 動探管関存
症，大動E軍縮窄症，チアノーぜ性心疾患に対する短籍手術と続いている。
これ辻先天性心疾患、と後天性忠疾患に分類するか，関心街と非関心街iこ分けて
配列する従来の手術書を見主れたものには 1見奇異にうつるo
更に，予報によれば虚血性心疾患のうち，左心室癌と梗塞後中踊穿孔註どはパ
イパス手術と離れて下巻に納められているのも解せない所である。
先づ，絵、論の内容から見ると，手術，患者の選択，前準備，麻酔iこ関しては従来
の手術書と大差はないが，強いて言えば Vasodilatorが繁用されている事ぐら
いである。
基礎的手技では心切開と縫合のうち，深部での縫合手技，すなわち持針器の操
作法がくわしく記載されて居~ ，初心者iこは親切である。
心臓への弼達法，体外循環操作詰特記すべき点はない。
総論で最も光っているのは街中心鰐保護と荷後の抵心拾出量症袈群の項匡で，
多数の文献を討し，最薪の知見について述べている。心筋保護に関して辻その壁
史的背景について記した後，今日広く採mされている心局所請書}法と冷却カリウ
ム液による心停止法の手技，心筋保護法の判定法についてくわしく記載している。
低心拍出量症候群ではその原菌，本態と治療法について述べているが， Vaso-
dilator療法と大動原内パルーンパンゼング法が中心に主っている。
各論のトップ冠血行再建箭の項では冠動脈造影法を中心とした診軒とそれに基
いた手術適応にかなりの頁数を割いているのは，手術のや担退ぎとの批判がある
今自当然である。
手技に関しては右冠動脈，左前下行枝，左回旋枝を併に上げ，多くの図によ雪
解説しているが，すべて自家静脈を患いたパイパス法であ担，内絢動脈を患いた
手技がないのはやや訴しい惑がする。
千曽帽弁の手街では交違切開術，弁置換請に加えて Carpentierらの弁論形成街
及び弁尖の形成衝が加えられている。
動脈管関存症の手箭では定形的手技のみで Porstmannの塞栓法や石灰詑議採
管に対する体外稽環下手術についても記して欲しい所である。
大動探績窄症，チアノーぜ性心疾患に対する姑息的手術辻いずれも定形的手術
手技だけが述べられて居り，特に今日問題となっている PDAや VSD合併績
窄症は下巻にのっているのかも知れない。
総体的にカラーアトラスは見易く，記事も活字が大きいため読み易いが，内容
は定形的手術手技に誤られた観があり，初心者向きの手錆書と言う事が出来よう。
下巻が発行されていない現在，全体のレベルを云々することは出来ない。
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